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『
官
許
独
学
階
梯
』
と

「
足
羽
県
活
版
局
」

ー
明
治
初
期
の
福
井
に
お
け
る
教
育
と
活
版
!

古

谷

尚

子

修 (;1:.

士 U
論 ?2
丈(1)い

の
な
か
で

筆
者
は

「
学
制
」
頒

布
後
の
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
十
一
月
二
十
日
に

官
立
小
学
と
し
て
発
足
し
た
「
大
野
小
学
校
」
に
着

目
し
、
新
制
足
羽
県
の
中
心
と
な
っ
た
福
井
か
ら
大

野
へ
新
た
に
「
洋
学
教
換
」
及
ぴ
そ
の
教
材
が
派
遣

さ
れ
た
こ
と
を
『
静
斎
日
一
帯
』
や
「
学
校
新
酔
』
の

『
学
校
新

記
事
に
基
づ
き
指
摘
し
た
。
こ
の
う
ち
、

聞
』
の
記
事
(
「
大
野
小
学
校
」
に
派
遣
さ
れ
た
「
洋

学
教
授
」
若
代
正
の
書
簡
)
で
不
足
し
て
い
る
洋
学

用
の
教
材
と
し
て
言
及
さ
れ
る
『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ

ッ
ク
』
、
そ
し
て
「
学
校
新
聞
』
『
官
許
撮
要
新
聞
』

の
活
字
を
組
ん
だ
の
が
「
足
羽
県
活
版
局
」
で
あ
っ

た
。
本
稿
は
、
英
語
用
の
教
材
で
あ
る
『
官
許
ホ
ル

ス
ト
ブ
ッ
ク
」
と
奇
し
く
も
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た

ド
イ
ツ
語
学
習
書
で
あ
る
『
官
許
独
学
階
梯
」

の
裏

表
紙
見
返
し
の
部
分
の
記
載
に
着
目
し
、
若
干
の
新

出
史
料
も
交
え
て
「
足
羽
県
活
版
局
」
の
出
版
活
動

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究

の
課
題
と
展
望
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
な
お
、

一
部
修
士
論
文
の
記
載
を
引
用
し
て
い

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

一、

『
官
許
独
学
階
梯
」

『
官
許
独
学
階
梯
』
は
丈
部
省
『
准
刻
書
目
』
明

治
壬
申
五
月
に
届
け
出
ら
れ
て
い
る
。

日
耳
量
語
学
階
梯

千
八
百
五
十
七
年
英
人
ア
l
ン
氏
日
耳
目
受
語
ノ
学

足
羽
県
学
校

一
冊

ピ
ヤ
ス
ク
訳
述
セ
シ
原
書
中
ヨ
リ
切
要
ノ
章
句
ヲ
選

摘
ス

『
官
許
独
学
階
梯
』
が
、
イ
ギ
リ
ス

人
「
ア
l
ン
」
が
執
筆
し
、
一
八
五
七
年
に
出
版
さ

れ
た
ド
イ
ツ
語
学
習
書
の
抄
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
「
千
八
百
五
十
七
年
英
人
ア
l
ン
氏
日
耳

以
上
か
ら
、

蔓
語
ノ
学
ビ
ヤ
ス
ク
訳
述
セ
シ
原
書
」

の
特
定
に
は

館未
蔵だ
書至
目つ
録て
bo  しミ

福な
:'.... 11ミ

I台ー。
期(8) し

にず
は し二
一一寸

了

ン
に→ー

『
国
立
国
会
図
書

の
著
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書
を
基
に
入
江
金
治
が
翻
訳
し
た
『
独
逸
学
独
稽

古
」
が
記
載
さ
れ
て
い
か
。
『
独
逸
学
独
稽
古
』
の

原
著
者
「
ア
l
ン
」
、
す
な
わ
ち
司
自
N
k
tが
『
官

許
独
学
階
梯
』
の
原
著
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、

管
見
で
は
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
目
録
』
(
明
治

期
)
に

F
E
N
K
gが
著
し
た
他
の
書
物
や
『
官
許
独

学
階
梯
』
『
独
逸
学
独
稽
古
』
等
の
原
著
と
思
わ
れ

る
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
誰
が

原
書
を
「
足
羽
県
学
校
」
に
も
た
ら
し
、
主
体
的
に

「
日
耳
量
語
学
階
梯
」
す
な
わ
ち
『
官
許
独
学
階

梯
』
を
発
行
す
る
と
決
定
し
た
の
か
、
ま
た
当
時
の

日
本
各
地
で
他
に
「
千
八
百
五
十
七
年
英
人
ア
l
ン

氏
日
耳
量
語
ノ
学
ピ
ヤ
ス
ク
訳
述
セ
シ
原
書
」
を
用

い
た
例
が
な
い
か
探
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
い
え
る

で
あ
ろ
、
っ
。

こ
の
『
官
許
独
学
階
梯
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
先
行
研
究
は
、
管
見
で
は
石
橋
重
吉
『
若
越
新
文

化
史
』
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
表
紙
及
び
扉
の
書

誌
事
項
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
本
稿
執
筆
に

9 

あ
た
り
、
国
立
閏
会
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ

川
凶

ツ
シ
ユ
か
ら
そ
の
全
文
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
か
。

そ
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
裏
表
紙
見
返
し
の
部
分

に
『
官
許
独
学
階
梯
』
成
立
の
経
緯
が
印
刷
さ
れ
て

古
谷

『
官
許
独
学
階
梯
』
と
「
足
羽
県
活
版
局
」

い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
石
橋
氏
は
前
掲
書
で
こ
の

『
官
許
独
学
階
梯
』
成
立
の
経
緯
に
は
言
及
し
て
い

な
し
。我

邦
独
学
ノ
間
関
日
浅
フ
シ
テ
舶
載
ノ
書
モ
亦
乏

シ
因
テ
英
国
〔
ア
l
ン
〕
氏
彼
紀
元
千
八
百
五
十
七

年
対
訳
セ
シ
日
耳
目
受
書
中
ヨ
リ
其
章
句
簡
要
ニ
シ
テ

用
法
正
純
ナ
ル
者
ヲ
撰
ン
テ
之
ヲ
纂
集
シ
以
テ
校
内

語
学
生
ノ
諦
習
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
ト
云
爾

明
治
五
壬
申
四
月
上
涜
足
羽
県
学
校
教
官
圃
識

な
お
、
原
文
は
縦
書
で
、
左
か
ら
右
に
読
む
よ
う

に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
判
明
す
る
の

は
次
の
事
柄
で
あ
る
。
概
ね
、
先
述
し
た
文
部
省
『
准

刻
書
目
』
に
記
載
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。

①
独
学
学
習
用
の
舶
載
書
の
欠
乏
を
補
う
こ
と
が
目

的②
「
英
国
〔
ア
l
ン
〕
氏
」
が
「
紀
元
千
八
百
五
十

七
年
対
訳
セ
シ
日
耳
量
書
中
」
か
ら
「
其
章
句
簡
要
」

か
っ
「
用
法
正
純
」
の
も
の
を
選
ん
で
編
纂
し
た
。

③
「
足
羽
県
学
校
」
の
語
学
生
の
「
諦
習
」
に
使
用

さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
、
足
羽
県
学
校
教
官
の
名
前
は
黒
く

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
状
態
で
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
足
羽
県
学
校
の
教
官
が
『
官
許

独
学
階
梯
』
の
編
纂
と
印
刷
に
主
体
的
に
関
わ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
、

「
足
羽

県
学
校
」
と
「
足
羽
県
活
版
局
」
の
密
接
な
繋
が
り

が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
ド
イ
ツ
語
に
疎

い
の
で
『
官
許
独
学
階
梯
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
詳

細
な
検
討
は
出
来
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同

時
期
に
翻
刻
さ
れ
た
『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
が

相
当
の
部
分
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
教
訓
を
含
ん
で
い

同お
こ
と
か
ら
、
『
官
許
独
学
階
梯
』
の
キ
リ
ス
ト
教

的
道
徳
の
有
無
が
一
つ
の
大
き
な
検
討
事
項
に
な
り

え
よ
、
っ
。「

足
羽
県
活
版
局
」
へ
の
視
点

「
足
羽
県
活
版
局
」
が
存
在
し
て
い
た
時
期
に

そ
の
活
動
状
況
を
物
語
る
史
料
は
数
少
な
い
。
そ
の

一
つ
が
『
官
許
撮
要
新
聞
』
第
五
号
(
明
治
五
年
壬

帥

申
十
月
)
に
引
用
さ
れ
た
次
の
記
事
で
あ
る
。

一、

ジ
ヤ

y
パ
ン

O
横
浜
刊
行
日
本
ヘ
ラ
ル
ト
新
聞
抄
出

家
ニ
緊
要
(
「
キ
ン
ヨ
ウ
」
と
「
カ
ン
ジ
ン
」
の
ル

夫
レ
国

ピ
あ
り
:
・
筆
者
注
)
ナ
ル
者
四
ツ
ナ
リ
一
ニ
日
ク
医
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道
二
二
日
ク
国
法
一
一
一
ニ
日
ク
宗
教
四
ニ
日
ク
新
聞
紙

ツ
ラ
ツ
ラ

今
熱
々
日
本
ノ
時
勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
医
道
ハ
最
モ
其
所

ヲ
得
タ
リ
而
シ
テ
法
律
ノ
学
之
ニ
次
グ
其
第
三
ナ
ル

宗
教
ハ
未
ダ
開
カ
ズ
其
第
四
ノ
新
聞
紙
ナ
ル
者
当
今

巳
ニ
東
西
京
及
ピ
足
羽
県
ニ
行
ハ
ル
未
ダ
製
造
ノ
始

メ
ニ
シ
テ
其
設
ケ
尽
ク
備
ハ
ラ
ズ
猶
嬰
児
(
「
エ
イ

ジ
」
と
「
ヤ
ヤ
コ
(
か
、
判
読
困
難
)
」
の
ル
ピ
あ

り
)
ノ
如
、
ン
ト
難
モ
他
日
盛
大
ナ
ル
ヲ
期
ス
ベ
シ
足

羽
県
ハ
越
前
ノ
首
都
ニ
シ
テ
人
民
四
万
庁
ノ
官
員
事

務
ヲ
怠
ラ
ズ
舎
密
局
活
版
局
壮
大
ノ
学
校
二
人
ノ
外

国
教
師
美
麗
(
「
ピ
レ
イ
」
と
「
ウ
ツ
ク
シ
キ
」
の

ル
ピ
あ
り
)
ノ
洋
人
館
弾
薬
製
造
局
並
ニ
或
ル
古
帝

ノ
山
陵
ア
リ
而
シ
テ
足
羽
県
新
聞
紙
ハ
一
月
毎
一
一
一
一

廻
ノ
出
版
ノ
由
其
著
載
ス
ル
処
ノ
事
ハ
政
府
ノ
事
実

学
術
職
業
諸
新
説
等
ナ
リ
彼
県
下
ノ
山
陵
モ
美
談
ト

ス
ル
ニ
足
レ
ト
モ
当
今
活
・
(
マ
マ
、
版
カ
)
所
ノ

新
聞
局
ニ
及
パ
ザ
ル
コ
ト
遠
シ
右
外
国
人
ノ
見
聞
ス

ル
所
ニ
シ
テ
山
陵
等
ノ
コ
ト
ハ
少
シ
ク
異
ナ
ル
所
モ

ア
レ
ト
モ
県
下
ニ
関
係
セ
シ
新
説
ユ
へ
原
文
ノ
マ
、

訳
、
ン
出

ジ
ヤ
ツ
パ
ン

こ
の
記
事
に
見
ら
れ
る
「
横
浜
刊
行
日
本
ヘ
ラ
ル

ト
新
聞
」

の
正
式
名
称
は
、
」
宮
古
宮
ロ
ロ
色
々
回
目
H
E

Ei・
で
あ
り
、
横
浜
に
お
い
て
丈
久
三
年
(
一
八
六

二
一
)
十
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
」
宮

』曲目
u
g
U
色
々
回
目
同
町
凶
5
3
の
記
事
の
原
文
に
遭
遇
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長
崎
に
お
い
て

刊
行
さ
れ
た
英
字
新
聞
E
斗
U
O
Z
出
m
g件
一
史
-
官
四
回
目
3

に

リ
ン
ヤ
ッ
パ
ン

「
横
浜
刊
行
日
本
ヘ
ラ
ル
ト
新
聞
」
の
当
該
記
事

の
引
用
を
新
た
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
わ
。
(
傍

線
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
筆
者
。
以
下
同
様
。
「
/
」

は
改
行
を
表
す
。
)

J

円C
閃
C
出
〉
冨
〉
(
明
B
B
H呂
田
ロ
ロ
包
々
回
目
同
位
置
)

同ロ】
Uロ}門戸同委
r
J円。
E
N
mロ唱曲目
O
B
F
B。巳
E

町田由
¥σmmロ
田
門
員
同
何
色
岳
町
円
四
・
同
門
仲
田
口
口
(HRnoロ円円。-出口弘
-Bnm-

S
E∞
号
E
¥

田仲間

E
門白色白血印加
g
m門担
-
5
0己
宣
言
。
同
宮
崎
。
ャ

己
主
C
ロ
E
B
m向
島
¥
件
。
居
者
回
曲
目
口
付
R
0・
問
。
耳
目
白

g同

国片岡島町田温

σ
5
5
2
p
h昨口・同
uztrzJF
岳町内。口出町同

E
立
E

s
-
o同
任
。
℃
円
。
三
回
口
目
。
同
ペ
2
a
N
m口
、
-
巳
同
町
己
可
。
同

p
m

宮
町
己
主

σ自
ゆ
富
三
回
邑
可
。
同
門
FO
〉田町
Z
E
¥
}円。
p
n
g
E

豆
ロ
目
白
官
官
E
5
0片品
c
b
c
c
官。
1
0・
p
b
ω
Z
1

E
-
r
m
F
S比口色
E
Z
E。
P
Z
O
E
O
-〈
σ
E
-
5
0
5
0
p

百¥『。同町片岡ロ∞
Z-oド
g
m凶
no--mロ丹田
nF。
。
「
者
比
四
回
言
、
。

円
四
回
目
川
町
三
刊
号
ロ
包
口
問
。
や

出口

m
p
g仏、
5
4
F
同o
n
H
。
者
口
同
-
f

同
出
回
同
回
目
崎
・

J
E刊

℃
g-uw
号
m
B
K
己巳
B
P
E門岳町円。

z
g
i
g
-
2
0口同町田
I

H
U
R
2
d
g
B
σ
。
ロ
仲
町
四
定
〉
冨
問
。
ー
吉
田
Pσ
己
目
付
岳
民
ロ
印

由回目白門担同門町仲間山・

」
宮

Z
由
明
白
担
任
史
℃

H23の
記
事
を
『
官
許
撮
要
新

聞
』
第
五
号
の
記
事
と
比
較
し
て
注
目
す
べ
き
点
は

以
下
の
二
点
で
あ
る
。

①
東
京
等
と
の
対
比
で
は
な
く
福
井
(
越
前
・
足
羽
)

に
視
点
を
据
え
て
新
聞
の
発
刊
を
伝
え
て
い
る
。

②
「
地
方
政
府
の
統
制
と
庇
護
の
下
に
あ
る
」
新
聞

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
明
治
五
年
当
時
日
本
各
地
で
新

聞
の
発
刊
が
相
次
い
で
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

特
に
福
井
が
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
意
味

は
今
後
の
考
察
に
値
す
る
。
E
叶
U
m
H
品
自
己
申
-
q
z
m円目

白5
3
の
記
事
の
原
文
に
当
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
記
事
が
ど
の
よ
う
な
形
で

(
編
集
部
に
宛
て
た
投

稿
な
の
か
、
特
派
員
的
存
在
に
よ
る
執
筆
記
事
な
の

か
等
)
発
表
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

pl 

。毛色町
UH¥SE-
岳
町
田
-
s
-
E一σ。
ss

Z
E
Z
5
0閉
じ
ミ
沙
門
刊
仲
間
口
間
三
タ
自
由
B
E
O
E
R
g
o
-
-

者同門
E
2
5
P
B仲間口¥門
g
n
F
R
P
E

ヨ
自
由
印
咽
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(
畢
)
内
出
国
同
陪
同
同
・
3

と
、
当
時
の
福
井
の
人
々
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
御
雇
外
国
人
教
師
や
そ
の
協

力
や
指
導
の
下
に
設
立
・
導
入
さ
れ
た
文
物
と
同
列

に
E

白

E
B呂
田
話
回
目
3

やれば

5
5官
官
へ
示
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
或
い
は
彼
の
地
の
御
雇
外

国
人
教
師
及
び
そ
の
経
験
者
が
情
報
源
に
な
っ
た
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
の
記
載
は
『
官
許
撮
要
新
聞
」
に
関
す
る
言
及

で
あ
る
が
、
同
時
に
『
官
許
撮
要
新
聞
』
を
活
版
印

刷
し
た
「
足
羽
県
活
版
局
」
に
も
当
て
は
ま
る
記
述

で
あ
ろ
う
。
同
紙
の
発
刊
を
届
け
出
ら
れ
た
こ
と
を

示
す
文
部
省
『
准
刻
書
目
』
「
壬
申
七
月
」
条
に
は
、

「
撮
要
新
聞
出
板
足
羽
県
下
福
田
登
外
二
人
」
と

同

あ
る
。
『
官
許
撮
要
新
聞
」
は
足
羽
県
学
校
掛
を
勤

め
た
漢
学
者
富
田
厚
積
が
編
集
し
明
治
五
年
八
月
か

ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
富
田
や
「
准
刻
書

目
』
に
見
え
る
「
福
田
登
外
二
人
」
、
そ
し
て
発
行
を

担
っ
た
創
刊
当
初
の
「
足
羽
県
新
開
会
社
」
、
後
の

「
足
羽
郡
新
開
会
社
」
(
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)

発
刊
の
第
十
号
か
ら
)

の
「
足
羽
県
活
版
局
」
と
の

具
体
的
な
関
係
も
今
後
考
察
を
加
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。

11 

ま
た
、
」
宮

Z
E
m
g共
』
関
与
お
臼
田
Z

の
記
事
が
一
八

古/" .• 、
'口一

『
官
許
独
学
階
梯
』
と
「
足
羽
県
活
版
局
」

七
二
年
十
一
月
九
日
付
で
あ
る
点
に
も
着
目
し
た

ぃ
。
」
-
5
H
8
S
U色
々
出
向
回
目
門
-
3

の
記
事
が
具
体
的

に
発
表
さ
れ
た
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
八
七
二

年
十
一
月
九
日
よ
り
も
以
前
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
従
っ
て
、
両
紙
と
も
に
『
官
許
撮
要
新
聞
』

の
発
刊
か
ら
間
も
な
い
時
期
、
「
足
羽
県
活
版
局
」

と
し
て
も
草
創
期
に
そ
の
存
在
を
既
に
把
握
し
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
足
羽
県
活
版
局
」
の
印
刷
機

修
士
論
文
で
も
若
干
取
り
上
げ
た
が
、
誰
が
活
版

印
刷
技
術
や
印
刷
機
を
も
た
ら
し
、
「
足
羽
県
活
版

局
」
の
基
盤
を
築
い
た
か
と
い
う
点
は
大
き
な
謎
で

あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
明
白
な
結
論
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
史
料
的
な
制
約
が
あ
り
明
確
な
答
え
を
導

く
の
は
容
易
で
は
な
い
。
現
在
、
筆
者
が
印
刷
機
を

持
ち
込
ん
だ
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
指
摘
し
た

い
の
は
、
御
雇
外
国
人
教
師
と
し
て
来
日
し
明
新
館

で
理
化
学
等
を
教
え
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト

「
グ
リ
フ
イ
ス

-
グ
リ
フ
イ
ス
で
あ
る
。
山
下
英
一

刷

と
福
井
』
に
、
グ
リ
フ
イ
ス
が
福
井
滞
在
中
に
残
し

た
日
記
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
(
筆
者
は
、
ラ
ド
ガ

ー
ズ
大
学
の
グ
リ
フ
イ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
納
め

同

た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
。
丘
呂
田
ぶ
守
口
ヨ
弘
田
で
該
当

箇
所
を
確
認
し
た
o
)

(
司
・
区
凶
)
活
字
の
箱
を
あ
け
た
。

(
O宮
口
旦
σ
。凶町田

。
ご
弓
師
団
一
八
七
一
年
九
月
十
二
日
)

(
℃
区
甲
)
版
刷
台
な
ど
ア
リ
ス
タ

l
氏
と
パ
ン
ク

ロ
フ
ト
杜
の
商
品
と
器
具
が
今
日
、
神
戸
か
ら
届
い

た。

(司
H
仲
良
吉
明
暗
『

mg-
冨同

-KE田件。同ぶ待国内呂町円。同件。由

問、問。x
B とL
，_. R? 
邑.g
方σ、m

Eコ~
円円

号 g
i>'山

口I 口
同白

S. S 
qて< (i) 

相 同

S 9 
0..ふ
れ、由
民、〈

回目、

Jヨ δ
官・ B 
qq :;::: 

同旨
年 J

九百
月ミ

二
十
九
日
)

(
宮
田
口
町
。
。
-

(喝
-
M
U
@
)

学
校
に
印
刷
機
を
置
い
た
。

田
忠
告
寄
与
旨
包
括
，

yg-同
年
十
一
月
六
日
)

(℃
-
M
a
N
)

印
刷
機
設
置
に
数
日
か
か
っ
た
。

(ω
四円

ロ司同町何回

UEE口問匂
Hog-
由
民

0
2
2
0
E
E
3
.
E
Z
H・同

年
十
一
月
八
日
)

(司・日
N
)

学
校
で
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
と
印
刷
に
つ

い
て
話
し
た
。

(同ロ田
n
F
g
r
豆
島
。
士
宮
〉
B
E
Eロ

ロ
白
雲
市
8
2
2
r
Eロ
包
括
同
年
十
二
月
二
十
三
日
)

山
下
氏
は
、
日
記
中
の
印
刷
機
に
つ
い
て
、

「お

そ
ら
く
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
印

刷
会
社
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
」
(
℃
-E∞)
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若
越
郷
土
研
究

五
十
巻
二
号

12 

と
し
て
い
る
。
山
下
氏
は
「
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
の
こ

と
」
『
英
語
青
年
』
一
一
一
一
一
巻
八
号
(
研
究
社
出
版
、

一
九
七
六
年
)
で
も
「
石
版
印
刷
機
を
設
置
し
た
。
」

f
・3a)
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
図
書
館

(
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
杜
の
創
始
者
回
忌
皇
国
。

5
回

B
E

mgmの
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
)
に
こ
の
点
を
照
会

し
た
。
同
館
の
り
恒
三
仏
関
町
田
回
目
白
氏
に
よ
れ
ば
、
「
パ

ン
ク
ロ
フ
ト
杜
は
純
粋
な
出
版
社
で
あ
り
、
印
刷
機

の
よ
う
な
設
備
を
自
ら
売
り
出
す
よ
う
な
こ
と
は
な

か
っ
た
。
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
杜
の
社
員
の
協
力
で
グ
リ

フ
ィ
ス
が
印
刷
機
を
購
入
し
た
こ
と
は
あ
り
え
る

が
、
会
社
自
体
が
製
造
し
た
り
市
販
し
た
り
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
グ
リ

フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
納
め
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
は
、
グ
リ
フ
イ
ス
が
日
本
滞
在
中
に
様
々
な

形
で
収
集
し
た
資
料
も
3
ω

口
昌

σ
0
0
}
円3
と
い
う
形
で

納
め
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
上
で
こ

の
-
d
n
H
8
g
o
r
-
-
、
特
に
福
井
滞
在
中
の
わ
れ
明
再
E

P
S事。。}円
3

を
中
心
に
確
認
を
進
め
た
が
、
残
念
な

が
ら
日
記
に
見
え
る
印
刷
機
や
活
字
の
購
入
記
録

(
受
領
証
や
料
金
支
払
の
記
録
等
)
は
一
切
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福

井
に
滞
在
し
て
い
た
前
後
に
開
港
地
横
浜
、
長
崎
、

神
戸
で
発
行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙

F
F

同
白
匂
白
ロ

E
H
E
司
自
宅

g
E可
冨
包

-
f
n
Z
F
o
m
o
z
m
S
Z
R
4
F
o
Z白
1

加
担
関
白

w-
開

4
5回目
3

の
広
告
や
記
事
に
当
た
っ
て
み
た

が
、
先
述
し
た
「
ア
リ
ス
タ

l
氏
と
パ
ン
ク
ロ
フ
ト

Y
向
田
H
-
3

杜
の
商
品
と
器
具
」
に
関
連
し
た
も
の
は
見
出
せ
な

か
っ
た
。
今
後
は
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

実
際
に
閲
覧
す
る
機
会
を
待
っ
て
、
印
刷
機
や
活
字

の
購
入
記
録
の
発
見
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

る。
な
お
、
グ
リ
フ
イ
ス
に
よ
る
印
刷
機
の
設
置
場

所
が
、
「
学
校
」
、
す
な
わ
ち
明
新
館
で
あ
る
こ
と
帥

も
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
「
旧
福
井
藩
学
校
」

に
「
安
政
三
年
丙
午
於
国
表
『
ウ
エ
ン
ラ
ン
ト
』
字

典
活
板
ヲ
被
命
タ
リ
」
(
司
・
凶
N
)

と
あ
り
、
笠
井
助

治
も
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
骨
』
に
お

い
て
「
於
国
許
西
洋
学
為
相
学
候
処
、
原
書
類
払
底
、

別
而
字
書
之
数
乏
敷
候
に
付
、
為
弁
用
ウ
エ

I
ラ
ン

ド
字
典
活
字
版
出
来
版
に
仕
度
奉
存
候
云
々
」

(
喝
・
目
。
)
と
い
う
記
録
を
引
用
し
て
い
る
。
後
者

の
典
拠
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
筆
者
も
同
書
を
実
見

し
て
い
な
い
の
で
活
版
か
ど
う
か
の
判
断
は
っ
き
か

ね
る
が
興
味
深
い
問
題
と
言
え
る
。

「
足
羽
県
活
版
局
」
は
『
官
許
撮
要
新
聞
」
第
五

号
か
ら
奥
付
広
告
を
出
し
て
い
い
が
、
「
足
羽
県
中

同

学
校
内
活
版
局
」
と
い
う
表
現
の
変
遷
か
ら
は
、
活

版
局
を
統
轄
し
た
足
羽
県
の
変
遷
に
付
随
し
、
活
版

局
に
も
何
ら
か
の
組
織
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が

「
官
許
撮
要
新
聞
』
廃
刊
前

推
測
で
き
る
。
従
来
、

後
の
時
期
、

「
足
羽
県
活
版
局
」
や
設
置
さ
れ
た
印

刷
機
が
ど
こ
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
な
ど
は
全
く
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
、
新
た
に
廃

止
さ
れ
た
足
羽
県
か
ら
敦
賀
県
に
引
き
継
が
れ
た
物

品
目
録
の
中
に
印
刷
機
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

発
見
し
た
。
以
下
は
い
ず
れ
も
『
公
文
録
』
諸
県
之

部
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
に
記
載
さ
れ
た
史
料
で

あ
る
。足

羽
県
被
廃
敦
賀
県
へ
合
併
被
仰
付
候
条
従
前

所
轄
ノ
地
所
物
成
郷
村
等
可
引
渡
旨
ニ
付
今
十
六
日

諸
端
岡
県
ヘ
引
渡
申
候
此
段
御
届
申
上
候

明
治
六
年
三
月
十
六
日

元
足
羽
県
権
参
事

千
本
久
信

史
官
御
中

先
般
足
羽
県
被
配
当
県
合
併
被
候
ニ
付
岡
県
元
管
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轄
越
前
国
足
羽
丹
生
坂
井
吉
田
大
野
五
郡
ノ
郷
村
物

成
諸
典
籍
等
別
紙
目
録
ノ
通
旧
官
員
ヨ
リ
今
十
六
日

悉
皆
受
取
申
候
此
段
御
届
申
上
候
以
上

明
治
六
年
三
月
十
六
日

敦
賀
県
権
参
事

敦
賀
県
権
令

寺
島

直

藤
井
勉
三

史
官
御
中

上
記
二
点
の
史
料
に
よ
り
、
足
羽
県
が
廃
止
さ

れ
、
敦
賀
県
に
合
併
さ
れ
た
際
、
足
羽
県
が
管
轄
し

て
い
た
足
羽
・
丹
生
・
阪
井
・
吉
田
・
大
野
の
五
郡

の
「
郷
村
物
成
諸
典
籍
等
」
が
元
足
羽
県
権
参
事
千

本
久
信
か
ら
敦
賀
県
権
参
事
寺
島
直
並
び
に
敦
賀
県

権
令
藤
井
勉
コ
一
へ
と
引
き
渡
さ
れ
、
明
治
六
年
三
月

十
六
日
付
で
史
官
に
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
次
の
史
料
が
実
際
に
引
き
渡
さ
れ
た
物

品
等
で
あ
り
、
「
数
学
器
械
目
録
」
の
次
に
「
活
字

器
械
目
録
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

庶
務
課
之
部

(
略
)

13 

御
雇
教
師
ワ
イ
コ
ッ
フ
表

雇
入
教
師
マ
ツ
ヂ
エ
ッ
ト
表
私
費

一
冊
一
冊

古
谷

「
官
許
独
学
階
梯
』
と
「
足
羽
県
活
版
局
」

中
小
学
教
員
名
列
但
給
料
共

元
福
井
丸
岡
大
野
勝
山
学
校
書
籍
目
録

理
化
学
器
械
目
録

数
学
器
械
目

活
字
器
械
目
録

(
以
下
略
)

四
冊

「
活
字
器
械
目
録
」
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
御
雇

外
国
人
教
師
や
書
籍
、
理
化
学
実
験
・
数
学
器
械
等

の
学
校
備
品
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
引
き
継
が
れ
た
際
に
も
学
校
(
そ
れ
も
恐
ら
く

は
「
明
新
館
」
の
流
れ
を
汲
む
学
校
で
あ
る
「
足
羽

県
学
校
」
)
の
身
近
に
あ
る
存
在
と
し
て
当
時
は
捉
え

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、

「
足
羽
県
活
版
局
」
そ
し
て
「
福
井
活
版
局
」
を
支

え
た
活
版
印
刷
機
は
、
足
羽
県
廃
止
の
際
に
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、

一
度
は
敦
賀
県
に
引
き

継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
整

理
し
た
い
。

①
「
足
羽
県
学
校
」
ド
イ
ツ
語
学
生
の
「
諦
習
」
用

一
冊

に
出
版
さ
れ
た
『
官
許
独
学
階
梯
』
は
、
「
英
国
〔
ア

l
ン
〕
氏
」
が
「
紀
元
千
八
百
五
十
七
年
対
訳
セ
シ

日
耳
目
受
書
」
を
原
書
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
旨
が
足

一
冊
一
冊

羽
県
学
校
教
官
名
で
(
個
人
名
は
不
明
)
同
書
裏
表

紙
見
返
し
に
印
字
さ
れ
て
い
る
。

②
開
港
地
横
浜
・
長
崎
で
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
た
英

一
冊

字
新
聞
」
宮
『
℃

BE--同
国

oE仏
3

」

H
5
5明
g
E
E

E
宮町田由
3

に
、
ぷ
宝
ロ
江
口
間
宮
町
田
回
3

(

「
足
羽
県
活
版

局
」
)
や
E
白
日
当
者
名
目
H

3

(

『
官
許
撮
要
新
聞
』
)
が
E

ロ

z
z
E
2
8塁。
-
B
a
宮
g
t
¥
E唱
え

H
F
O
E
S
-

E
F
0
2
5
0同
岳
民
主

R
m・
-
(
「
地
方
政
府
の
統
制
と

庇
護
の
下
に
あ
る
」
)
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

③
「
足
羽
県
活
版
局
」
の
基
盤
は
、
お
そ
ら
く
グ
リ

フ
イ
ス
に
よ
っ
て
明
新
館
に
設
置
さ
れ
た
印
刷
機
と

活
字
で
あ
る
。
明
治
五
年
、
岡
県
の
布
告
を
は
じ
め

新
聞
、
算
術
書
や
語
学
教
科
書
を
意
欲
的
に
出
版
し

た
。
足
羽
県
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
、
「
福
井
活
版

局
」
と
し
て
の
時
期
を
は
さ
み
、
足
羽
県
を
合
併
し

た
敦
賀
県
に
御
雇
外
国
人
教
師
や
書
籍
、
理
化
学
実

験
・
数
学
器
械
等
の
学
校
備
品
と
と
も
に
引
き
渡
さ

れ
た
。
以
上
か
ら
、
「
足
羽
県
活
版
局
」
は
足
羽
県

の
統
治
の
根
幹
を
な
し
た
組
織
で
あ
り
、
そ
の
運
営

や
出
版
物
の
選
択
に
足
羽
県
学
校
の
教
官
が
密
接
に

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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十
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二
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関
係
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
教
科
書
等
の
出

版
物
に
は
足
羽
県
の
教
育
方
針
が
反
映
さ
れ
、
あ
る

書
は
足
羽
県
の
官
立
小
学
で
、
別
の
書
は
足
羽
県
学

校
内
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
県

の
存
在
自
体
が
短
命
だ
っ
た
た
め
に
関
係
す
る
史
料

の
探
索
が
鍵
に
な
る
が
、
今
後
は
「
足
羽
県
活
版
局
」

の
出
版
活
動
を
主
導
し
た
人
物
、
従
事
し
た
人
物
の

特
定
に
よ
っ
て
さ
ら
に
そ
の
役
割
を
検
討
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

)
 
l
 
(
 
平
成
十
五
年
(
二
O
O
三
年
)
、
京
都
大
学
大
学
院
人

間
・
環
境
学
研
究
科
に
提
出
。
「
明
治
初
期
越
前
大

野
に
お
け
る
初
等
教
育
l

「
静
斎
日
誌
』
を
手
が
か

り
に
|
」

た
と
え
ば
、
『
静
斎
日
誌
』
第
壱
号
明
治
五
年
十
一

月
十
七
日
条
。

(2) 

此
日
勝
山
小
笠
原
立
也
相
越
支
庁
ニ
お
ゐ
て
種
々
談

論
(
略
)
帰
舎
之
処
足
羽
県
中
学
校
ヨ
リ
差
向
之
洋

学
教
授
員
若
代
菊
池
之
両
名
来
野
高
岡
屋
ヘ
投
宿
し

案
内
手
紙
罷
来
候
ニ
付
直
ニ
相
越
万
事
応
謝
引
取
就

寝

(3) 

こ
の
記
事
か
ら
は
、
「
足
羽
県
中
学
校
」
か
ら
派
遣

さ
れ
た
若
代
(
正
)
・
菊
池
(
甚
之
助
)
の
「
洋
学

教
授
員
」
に
吉
田
拙
蔵
が
面
会
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
大
野
小
学
校
」
の
一
等
教
授
兼
学
区
取
締
を
勤
め

た
吉
田
拙
蔵
の
明
治
四
年
(
一
八
七
二
か
ら
明
治

十
七
年
(
一
八
八
四
)
ま
で
の
日
誌
。
大
野
市
歴
史

(4) 

民
俗
資
料
館
所
蔵
。
請
求
番
号
は
必
/
1
I
M
-
-
。

『
官
許
撮
要
新
聞
』
第
八
号
付
録
「
学
校
新
聞
』
壬

申
十
一
月
号
。
前
掲
の
「
洋
学
教
授
」
若
代
正
か
ら

「
官
許
撮
要
新
聞
』
の
編
集
を
担
い
、
足
羽
県
学
校

掛
を
勤
め
た
漢
学
者
富
田
厚
積
に
宛
て
た
書
簡
で
あ

る。O
大
野
小
学
ヨ
リ
報
知

一
筆
啓
上
仕
候
寒
威
相
募
候
先
以
御
清
適
被
成
御
勤

務
奉
拝
賀
候
陳
ハ
私
共
去
ル
十
六
日
未
明
其
地
第

三
字
(
マ
マ
)
頃
勝
山
へ
到
着
仕
リ
翌
朝
第
九
字
(
マ

マ
)
其
小
学
校
ヲ
一
見
仕
リ
夫
ヨ
リ
直
ニ
大
野
江
赴

キ
第
十
一
一
字
頃
当
地
江
到
着
仕
リ
当
分
本
町
広
島
屋

二
階
ヲ
借
受
寓
居
仕
リ
候
問
左
様
御
承
領
可
被
下
候

当
地
従
前
之
小
学
校
ハ
私
立
小
学
城
内
一
円
ハ
官
立

小
学
ト
相
成
リ
則
小
生
等
昨
十
八
日
小
学
校
エ
罷
出

吉
田
横
田
両
氏
エ
面
会
仕
リ
学
則
教
授
等
ノ
体
裁
相

談
シ
右
両
人
学
事
ニ
頗
ル
勉
励
ニ
テ
生
徒
百
五
六
十

人
出
来
申
尚
追
々
増
加
ノ
旨
ニ
テ
終
ニ
ハ
三
百
人
余

ニ
相
成
リ
候
見
込
ノ
由
今
日
開
校
ニ
テ
学
神
祭
式
有

之
事
一
一
テ
明
日
ヨ
リ
開
業
ニ
相
成
ソ
ノ
授
業
時
限
等

ハ
大
概
其
御
地
中
学
ノ
規
則
ニ
均
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ

生
徒
六
歳
ヨ
リ
十
三
歳
マ
テ
ヲ
正
則
ト
シ
十
四
歳
以

上
ヲ
変
則
ト
シ
テ
洋
学
ヲ
学
ハ
シ
ム
ル
者
ハ
正
則
十

歳
以
上
十
三
歳
マ
テ
変
則
十
四
歳
以
上
ノ
者
ト
相
定

候
事
ニ
御
座
候
右
ニ
付
(
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
)
(
綴
字

劃
司
利
則
斗
側
困
倒
間
何
割
側
刷
樹
樹
刷
判
倒
列
べ
利

ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
)
五
十
部
(
綴
字
書
)
百
部
両
三
日

ノ
内
御
取
纏
メ
被
成
下
此
二
十
二
日
ニ
吉
田
氏
其
表

エ
罷
越
候
由
ニ
御
座
候
間
其
帰
国
巴
之
節
ニ
御
輸
送
ニ

相
成
候
様
御
尽
力
被
成
下
候
様
偏
ニ
奉
希
上
候
右
ハ

御
安
否
伺
御
願
穿
為
可
申
上
如
此
ニ
御
座
候
草
々
謹

言
叩
頭十
一
月
十
九
日

若
代
正

富
田
先
生
侍
史

(5) 

こ
の
史
料
か
ら
は
以
下
の
三
点
が
読
み
取
れ
る
。

①
若
代
正
と
そ
の
同
僚
が
明
治
五
年
十
一
月
十
六

日
に
勝
山
を
経
て
大
野
に
到
着
し
、
十
八
日
に

は
大
野
小
学
校
の
教
授
陣
で
あ
る
横
田
秀
・
吉

田
拙
蔵
に
面
会
し
て
い
る
。
(
前
掲
「
静
斎
日

誌
』
第
壱
号
、
同
年
十
一
月
十
七
日
条
参
照
)

②
開
業
は
二
十
日
で
授
業
時
限
等
は
大
概
足
羽
県

(
福
井
)
の
中
学
校
規
則
に
均
し
い
。
す
な
わ

ち
、
六
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
生
徒
が
正
則
、

十
四
歳
以
上
が
変
則
で
あ
る
。
洋
学
を
学
ば
せ

る
者
は
正
則
が
十
歳
以
上
十
三
歳
ま
で
、
変
則

が
十
四
歳
以
上
で
あ
る
。

③
(
生
徒
が
百
五
六
十
人
か
ら
三
百
人
余
に
な
る

と
見
込
ま
れ
る
の
で
)
『
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
」

「
綴
字
書
』
が
不
足
す
る
。
『
ホ
ル
ス
ト
ブ
ァ

ク
』
を
五
十
部
と
『
綴
字
書
』
を
百
部
、
周
旋

の
依
頼
。
二
十
二
日
に
吉
田
拙
蔵
が
福
井
か
ら

帰
る
際
に
取
り
纏
め
輸
送
を
希
望
。

管
見
で
は
国
立
国
会
図
書
館
と
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
の
所
蔵
を
確
認
し
て
い
る
。
(
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
本
は
「
初

l
m」
の
ラ
ベ
ル
あ
り
。
請
求
香

号
は

JB冨
包
∞
芯
念
。
∞
主
改
。
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
『
内
閣
文
庫
洋
書
目
録
英
書
篇
下
』
(
一
九

七
=
一
年
、
同
Y
念
国
)
「
浅
草
文
庫
」
「
書
籍
館
」
旧
蔵
。

目
録
番
号
ニ
斗
∞
唱
(
請
求
番
号
英

5
S凶
)
)
な
お
、
文

部
省
『
准
刻
書
目
』
に
『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
(
史

料
で
は
「
フ
ロ
ス
ト
ボ
ツ
タ
」
)
原
書
に
つ
い
て
の
史

料
が
あ
る
。

フ
ロ
ス
ト
ボ
ッ
ク
出
板
足
羽
県
学
校
一
冊

千
八
百
六
十
八
年
英
国
ダ
フ
リ
ン
ニ
テ
出
板
セ

ル
ヲ
翻
刻
ス
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壬
申
四
月

文
部
省

『
大
英
博
物
館
刊
本
総
合
目
録
』

(
d
E
ω
E
C
Z
S

。
。
ロ
白
色
の
忠
弘
c
m
E
m
O時
司
江
田
宮
内
同
出
。
。

}a，d
。
--HHM(4FO

E
回
同
日
目
。
同
任
。
回
同
時
民
国
『
玄
E
g
g
-
F
S
ι
。
P

一
九
六
一
一

年
)
や
大
英
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
版
目
録
(
回
E
Z
E
E
-

Z
Rア
4FO
国立江田
F
E
F
E可

E
F
-
-
O
p
s
-。関口。一己目
k

(FR司・¥乃若者宅
-Z
ロ
昨
)
に
よ
る
と
=
目
B
円因。。]円。同

F
2
1

8
5
同O
Z
F
O
己
目
。
。
町
田
口
『
。
。
回
目
ョ
と
の
題
名
の
も
と
に
英

語
学
習
用
の
教
科
書
を
出
版
し
て
い
る
の
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
の
。
B
B
-
E
5ロ耳
ω
0同
zmwE。
E
】開円四回口同氏。ロと

い
う
団
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
表
紙
と
一
一
扉
の
記

載
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
表
紙
)
明
治
五
年
壬
申
四
月
翻
刻
¥
(
横
書
で
)
官

許
/
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
/
足
羽
県
活
版
局

(
m
m

の
ラ
ベ
ル
あ
り
)

※
表
紙
の
活
字
は
木
版
で
あ
る
。

(
扉
)
特
E
A
S
H
a
E河
臼
J

『
回
。
。
資
O
阿
戸
思
∞
O
Z印¥

明。
m
d∞
開
。
明
印
。
図
。
。
戸
印

※
表
見
返
に
「
明
治
五
年
文
部
省
創
立
司
。
E
O

巳ー

回初〉剛山
J

へ司
O
C
Z口
切
り
回
J

円
冨
O
富
田
口
∞
因
。
-
∞
、
ロ
」
の

蔵
書
印
。
一
扉
に
「
編
輯
口
印
」
「
文
部
省
図
書
印
L

あ

。

h
H，， 
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〔

Eozno〕
司
g
n
F
R
m
耳

E
O
F田0
2
0
岳
民
任
。
出
同
日
史
的
ona

z。ロ

O同
F
2
8
5
5
品。目指ロ
a
s
R
o
-叉
円
。
自
由
討
叩
門
官
。

門UE口《
H
E
E
-
-
R
5昏
任
。
¥
号
包
混
乱
任
。
Fnwgoロ
-
F
岳白

田町
8
白
色
白
色

E
円
色
彩
色
S
F
再

MOB
協
同
お
関
口
-R¥
加
g
'

且
何
回
同
一
ー
。
口
町
。
自
任
。
出
自
立
四
国
同

e
p
m
¥
B
O由同門出『出口三円

h

ロロ也氏
h

・同門

2
5
n
O
B
¥
B
mロ
門
目
。
且
件
。
叶
町
田
i
n
F
o
g
s

自
供
o
p
o庄
司
E同》
即
日
目

}um民
O
R
q
m
w
n』
g
E
H
O
B
耳
回
忌

O回
開
¥

F
O
E
S
宮崎
O
B
p
n
q
}
U
E
0
8
0仏
門

0
8
0再
MRK
自
己
同
OOHI

OHロ
担
任
。
自
由
印
刷
5ml¥丘
町

-
o
g
長

0
5
0
8
g
m
o同
E
S

士
口
久
日

『
官
許
独
学
階
梯
』
と
「
足
羽
県
活
版
局
」

(6) 

君
。
丘
明
白
色
自
己
g
g
m
g
白色弓』円。同『
E
ロ
加
含
出
口
包
¥

自
己
誌
な
包
口
。

ι.

福
井
県
公
文
書
館
の
所
蔵
す
る
「
上
回
重
兵
衛
家
文

書
」
(
足
羽
郡
美
山
町
椙
谷
)
で
は
「
足
羽
県
活
版
局
」

が
足
羽
県
の
布
令
を
活
版
印
刷
す
る
際
に
費
用
負
担

を
ど
う
す
る
か
等
を
定
め
た
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る

(
福
井
県
史
編
纂
関
連
史
料
。
冊
子
番
号
内

N
S、

史
料
番
号

5
8品
113凶
)
0

今
般
活
字
御
発
行
ニ
付
以
来
諸
布
告
総
而
活
版

ニ
相
成
村
々
へ
御
渡
ニ
相
成
候
条
月
末
毎
ニ
壱

カ
月
諸
布
告
紙
数
ニ
応
シ
壱
枚
ニ
付
銭
弐
十
五

文
ツ
〉
戸
長
ニ
お
ゐ
て
取
立
郡
長
詰
所
ヘ
可
被

取
納
旨
御
沙
汰
候
条
此
段
御
承
知
可
被
成
候
也

壬
申
三
月
廿
三
日
郡
長
詰
所
印

椙
谷
村
上
回
良
助
殿

こ
の
史
料
に
よ
り
、
①
明
治
五
年
=
一
月
二
十
三
日
前

後
に
諸
布
告
が
活
版
で
発
行
さ
れ
、
②
月
末
に
一
ヶ

月
の
布
告
紙
数
に
応
じ
て
一
枚
に
つ
き
銭
二
十
五
文

を
戸
長
が
取
り
立
て
郡
長
詰
所
に
納
め
る
よ
う
定
め

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
柳
津
芙
美
子
「
学

制
期
教
育
関
係
資
料
に
つ
い
て
学
制
の
布
達
と
学

校
の
開
設
」
『
県
史
資
料
』
第
八
号
(
福
井
県
総
務

部
文
書
学
事
謀
、
一
九
九
八
年
)
に
よ
る
と
、
足
羽

県
は
「
農
商
小
学
大
意
」
と
し
て
学
制
布
告
書
を
平

易
に
意
訳
し
十
月
に
県
下
に
頒
布
し
た
が
、
こ
れ
も

「
足
羽
県
活
版
局
」
に
よ
る
活
版
刷
り
だ
っ
た
こ
と

が
上
回
重
兵
衛
家
文
書
か
ら
分
か
る
と
い
う
。
他
に
、

版
心
に
「
活
版
局
」
と
あ
っ
て
「
足
羽
県
活
版
局
」

に
よ
る
出
版
と
推
察
で
き
る
の
が
福
井
市
立
図
書
館

に
三
冊
現
存
す
る
『
四
則
設
題
』
(
算
術
書
)
で
あ
る
。

福
井
市
立
図
書
館
『
和
漢
古
書
分
類
目
録
』
(
一
九
七

九
年
)
よ
り
、
請
求
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
日
ー
3
/
4

-
2
/
lー

l

/
円
以
問
、
日

3
/
4
2
/
1

1
1
/
ロ
l
m、
日
ー

3
/
4
1
2
/
l
l
/
ロ

(
表
紙
)
校
内
頒
行
不
許
売
買
/
四
則
設
題
完
(
備

考
表
見
返
に
「
足
羽
県
学
校
印
」
、
そ
の
次
の
ペ
ー

ジ
に
「
明
新
館
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
)

原
量
百
や
刊
行
年
等
の
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
文
部
省

『
准
刻
書
目
』
五
月
で
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

呼
法
傍
注
和
英
対
訳
辞
書
足
羽
県
学
校
一
冊

英
和
辞
書
中
本
語
ノ
傍
ラ
へ
新
ニ
註
諾
ヲ
加
フ

(7) 

後
述
す
る
よ
う
に
「
足
羽
県
中
学
校
内
活
版
局
」
と

い
う
組
織
も
存
在
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
『
呼

法
傍
注
和
英
対
訳
辞
書
』
も
「
足
羽
県
活
版
局
」
と

の
関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

木
村
毅
監
修
・
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
編
『
明
治
前

期
書
目
集
成
』
第
六
分
冊
(
明
治
文
献
、
一
九
七
二

年
)

0

国
立
国
会
図
書
館
図
書
部
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書

目
録
』
(
明
治
期
)
(
一
九
九
四
年
)

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
番
号
ペ
ロ
冨
∞
主
己
、
旬
品
。

∞N
M
O
H
、
Z
∞
品
。
。
請
求
番
号
特
幻

-
m。
『
独
逸
学

独
稽
古
』
ア
l
ン
著
、
入
江
金
治
訳
、
東
京
塩
島
一

介
(
筆
者
注
、
出
版
か
)
明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
)
、

広
沼
、

s
n
B。
な
お
、
筆
者
は
「
独
逸
学
独
稽
古
』

は
未
見
で
あ
る
。

試
み
に
大
英
図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
目
録
を
見
る

と、

HUHEEN
〉
冨
が
著
し
た
書
物
は
実
に
八
十
一
冊
表

示
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア

語
、
ギ
リ
シ
ア
語
等
の
文
法
書
や
会
話
教
本
が
中
心

で
あ
る
。

石
橋
重
吉
『
若
越
新
文
化
史
』
(
岐
菜
文
庫
、

七
年
。
安
田
童
百
庖
よ
り
一
九
七
八
年
復
刻
)

(8) (9) (10) 。1)

九
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五
十
巻
二
号
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(12) 

『
官
許
独
学
階
梯
』
の
請
求
番
号
は

ωー
お
(
洋
)
、

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ツ
シ
ユ
番
号
は
4
0冨
呂
志
念
、
旬
企

N
凶凶

a、
Z
∞
さ
。
石
橋
氏
も
言
及
し
て
い
る
表
紙

並
び
に
扉
の
書
誌
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
表
紙
)
(
縦
童
日
)
独
学
階
梯

(
表
見
返
)
官
許
(
官
許
の
み
横
書
)
/
明
治
五

年
壬
申
四
月
新
鋭
/
独
学
階
梯
/
足
羽
県
活
版
局

(
表
見
返
の
次
頁
に
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
印
、
「
文

部
省
図
書
印
」
)

(
扉
斗
別
頁
)
U
E
E口
町
主

2
0
lロ
ロ
ミ

zoFZ口開
mF口口
F

(
扉
)
(
上
部
に
「
編
輯
局
印
」
)

u
g
z
n
Z
¥
T
W
E
l信
回
ミ
ロ

ofgE開閉
σznENZB¥。
o
F
E口
FO¥一宮門

¥
島
町
田
口
匡
ロ
ミ
司
巴

n
F
o
e
o
《
凶

OEZnF史
的

-ugnzF冒
O
Nロ
¥

-o自
由
民

tom-回目
g

k

p
臼
巧
〉
開
閉

z
h
s
p
a
-岱
コ
。
田

富
盟
会

同
た
と
え
ば
、
最
後
の
ペ

l
ジ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(司・凶血)巴凶∞∞
O
Z
M
M
M
K
(文
章
は
す
べ
て
斜
体

字
)
問
者
同
日
間
色
昏
伊
丹
忌
包
o
目
。
釦
仲
間
町
民
・
更

Z
図
。
岳
民

己
昌
一

5
8
ω
B
o
s
-
-
F
H
H
U
¥
吟。

B
E
S
昏
州
昌
弘
-
任
。

問。。

ι
P
E個目
8
5
0
w
者
E
n
F
R
O
E
S一
二
。

F
〉
昆
宮
司
自

国
0
4〈
『
。
¥
目
。
去
の
国
間
同
印
吋
円

C
E〈
O
E
O
-
阿
君

E
F
岳
民

¥H

B
ロ
E

Z
耳
目
B-
自
己

H
1
O
R
E
S
-
同
邑
品
。
¥
呂
田
君
戸

田
邑
宮
内

a
s
E
S
E
H
Eち
同
・
ニ
ニ

ω
防
関
円
。
巳

ω百
円
O

FHE}2FOHACE-ω
含
〕
子
。

=
o
g
r町
田
仲
間
口
自
国
町
宮
〈

E
P

2
s
m
o
三
岳
¥
吾

0
8
耳
FO
唱曲目

r
s
p
o
-
u坦
任
由
。
同
盟
ロ
・

出
o
h
F巳
虫
色

-
Z口
『
同
町

E
m由
自
己
ぽ
呂
田
耳
包
号
¥
三
-
-

g
B
O
居
間
呂
田
任
。
目
。
耳
目
回
。
品
。
件

Fog-
自
己
¥
若
宮
。
耳
呂
田

2

E
B
同
町
。
自
同

FOB-
同
司
円

Hq¥
同
町
田
仲
岡
田
昌
ロ

O門再比ロ]内

σ包

吾
。
居
間

F
Z吻ロ
O円¥田司
g
r
t注
者

C
E
P
ロ
C円
ιcσ
注
品
目
品
目
・
¥

一
同
・
回
・
円
〈
.
〈
・
J

臼
・
百
・
¥
酉
・
日
同
・
U

門
・
両
国
間
同
Z
ロ・

(14) 

北
根
豊
・
鈴
木
雄
雅
監
修
『
日
本
初
期
新
聞
全
集
』

必
(
ぺ
り
か
ん
社
、

S
S年
)

3-dM刊
Z
何
回
明
器
保
仲
間
一
円

-uB回
目
ョ
〈
。

-
-
z
z。・

E
∞
Z01

5
B
F
O円
P
Z
β
。
前
掲
『
日
本
初
期
新
開
会
集
』
門
知
。

解
題
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
O
年
一
月
十
五
日
創
刊
で
、

長
崎
で
四
番
目
の
英
字
紙
。
一
八
七
四
年
五
月
ま
で

存
続
し
た
。

『
准
刻
書
目
』
司
・
3
。

山
下
英
一
『
グ
リ
フ
イ
ス
と
福
井
』
(
福
井
県
郷
土
新

書
5
、
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
七
九
年
)

冨
記
号

O
F
〉
島
民
国

3
b
t
q
B
S
M
1
0・q
h
b

司
虫
町
内
B
G
H
E
-

B
E
E
S
Y
H
O
B
H与
え
E
h
O
3
E
E常時吋、

E
S
E
R
e

守
h

自
民

svu』
由
同
誌
な
ョ
、
一
九
九
六
二
0
0
0
年

U
S
E
閃
毘
∞

-q氏
の
回
答
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ

る。

(15) (17)同(18) (19) 

34FO
国
民
国
陪
ロ

n
g
p
の
。
旨
}Mmgu、
耳

gw
国
間
内
向
山
富
君
。

n
E

。
ωRWF-ZE--uzHmw-u、回目
uzσ
出回目回片岡回開

FOE田
0・
ω回
ιι
同
色
口
。
門
広
'

E
r
o
-
-
2巴
司

B
g
z
=口
F
8
1由
民
ロ

m-MHmag
・宅
E
o

同
門
岡
田
口

O旦
包
巳
〕
『
唱
。

ω閉
山
富
。
岳
民
。
且
『
出

ω
目出

HRFEO且

Eω

-
u
g
E
S
n
C
H
E
F
2
R
H
Cロ
者
同
同
町
田
町
百
円
同
。
喧
HOB-uE〕『
AWE--K

毛
虫
色

5
0丘
町

OHH包
ロ
】
可
ロ

2
8
5刊
号
宮
間
同
町
記
号
。
の
。

B
B

吉
田
〕
三
門
的
。
】
問
者
。
己
【

5
2
0
目以円。含

8
ι
2
5
R
-
a同O
R・

申。

文
部
省
総
務
局
『
日
本
教
育
史
資
料
』
第
四
巻
(
一

八
九
三
年
、
一
九
六
三
年
復
刻
)

笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』

(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
二
年
)

活
字
摘
立
物
御
注
文
ノ
御
方
ハ
大
名
町
平
沢
軒
中
ノ

馬
場
昇
風
社
両
所
ニ
テ
御
取
次
申
上
候
問
御
来
駕
下

サ
ル
ペ
ク
候

一
切
売
買
ノ
弘
メ
等
望
ニ
ヨ
ツ
テ
出
版
ス
ル
事
件

一
団
地
山
林
家
屋
舟
車
等
ノ
売
買
貸
借
新
発
明

叫凶

側

巧
及
鶏
豚
等
ノ
売
買

一
産
物
器
具
食
品
薬
剤
等
一
切
ノ
売
買

キ
新
規
売
出
等
ノ
引
札

右
等
何
レ
モ
一
行
二
拾
三
字
一
度
出
板
価
銅
銭
二
拾

五
枚
同
事
件
一
ヶ
月
分
ハ
銅
銭
四
拾
枚
=
一
ヶ
月
分
ハ

銅
銭
百
枚
六
カ
月
分
ハ
銅
銭
二
百
枚
一
一
テ
引
受
致
候

足
羽
県
中
学
校
内
活
版
局

六
号
(
明
治
五
年
壬
申
十
一
月
)
で
は
「
中
学
校
」

が
黒
塗
り
と
な
る
。
第
七
号
(
同
)
、
第
八
号
(
同
)
、

第
九
号
(
明
治
六
年
一
月
)
で
は
完
全
に
「
中
学
校
」

が
な
く
な
り
、
「
足
羽
県
活
版
局
」
と
な
る
。
第
十

号
(
同
)
、
第
十
一
号
(
同
年
一
一
一
月
)
で
は
「
福
井
活

版
局
」
と
な
る
。

后
ヒ
ラ

※
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
福
井
県
公
文
書
館
柳
津

芙
美
子
氏
、
国
立
国
会
図
書
館
、
同
志
社
大
学
図
書
館
、

福
井
県
公
文
書
館
、
福
井
県
立
図
書
館
、
福
井
市
立
図

書
館
等
関
係
各
位
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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注:筆者は国立国会図書館から該当書

籍を郵送複写にて取り寄せたため、実

物を見ていない。このため、実際の大

きさや文字や本全体の色については記

述することができない。この点につい

てご了解願いたい。

①(官許独学階梯とある写真)

表紙見返(表紙裏)に「官許独学階梯」

とあり、明治五年四月、足羽県i舌版局
により発行されたことが分かる。 r若
越新文化史』著者の石橋重吉氏によれ

ば、 「縦五寸九分、横四す二分J。表紙
見返(表紙裏)の次のページには「帝

国図書館蔵JI文部省図書印jの二つの

蔵書印がある。

なお、本文は、アルファベットや簡単

な単語を教示する導入部分、二十六ペ

ージからなる第一章、三十ページから

なる第二章、第三章、そして小さいテ

ーマを設けて六話を記載する部分とに

分けられる。小話の中にはINapoleonJ

(ナポレオン)についての記載も見ら

れる。
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士
口
火
口

務

学;:5
F昏;
持

貯!晴!
也4i:

『
官
許
独
学
階
梯
』
と
「
足
羽
県
活
版
局
」

② (Das Deuche"""とある写真)

扉ページ。 IASWA阻 NJ(足羽県)、

IMei司jiJ(明治)といった単語を判読
することができる。詳しい記載につい

ては論考の注12を参照されたい。

Jl Illt~二鰻魁暢均 i
担約d財tt

ltot-u飾.. 

u尚側附加tか

③(足羽県学校教官…とある写真)

裏表紙見返し(裏表紙の裏部分)に、

『官許独学階梯』の成立が印字されて

いる。縦書きで、文章を左から右へ読

み進む形式になっている。詳しい記載

内容は、論考本文を参照されたい。

足

親

廓

畢

校

教

官

.

識

明
治
五
壬
申
四
月
上
演

テ

校

内

語

畢

生

ノ

調

曹

S

便

テ

芝

V

ム

ト

云

爾

メ

用

法

正

腕

ナ

ル

者

ヲ

撰

ず

テ

之

ヲ

基

集

uv

以

年

劃

課

セ

シ

日

耳

盈

書

中

ヨ

V
英
章
句
簡
要
品
目

uv-

凶
テ
英
園
〔
ア

l
ブ
〕
民
根
組
元
千
〈
百
五
十
七

我

邦

濁

畢

ノ

瞬

間

日

誌

フ

メ

曲

載

ノ

書

毛

亦

乏
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(国立国会図書館所蔵)
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